
複数の部局等に跨って契約を行った企業の事務手続きフロー
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①賃上げ実績の確認に係る代表部局の選定について

　（※１）複数の部局とは、８部局（農村振興局及び各地方支分部局）が対象となります。
　（※２）代表部局は、必ず契約した部局から選定してください。
　（※３）契約していない部局への提出は不要です。
　（※４）３ページをご覧ください。

②賃上げ実績確認書類

　同一の賃上げ実施期間において、複数の部局等（※１）に跨がって契約を行った企業者は、契約した部局等から実績整理表の確認の代表窓
口となる部局等（以下「代表部局」という。）を任意に選定（※２）し、賃上げ表明書に記載した暦年又は事業年度終了日までに契約したす
べての部局等（※３）に別紙様式（※４）を原則、電磁的方法により提出してください。

　実績確認書類の提出スケジュールに基づき、①で選定した代表部局へ実績確認書類を原則、電磁的方法により提出してください。

賃上げ
表明期間

事業年度
表明

暦年
表明 ▲

賃上げ加点を受けて契約

▲
賃上げ加点を受けて契約

②賃上げ実績確認書類の提出スケジュール
は、コチラ（九州農政局ホームページ）

https://www.maff.go.jp/kyusyu/hachu/attach/pdf/katen-5.pdf

①「賃上げ実績の確認に係る代表部局の選定について」

の提出期間

代表部局への
賃上げ実績確認書類の提出
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複数の部局等に跨って契約を行った企業の事務手続きフロー（例示）

九州農政局を代表部局
に選定した旨の通知

〇〇建設株式会社
九州支社

九州農政局との
契約実績あり

代表部局として
選定可

〇〇建設株式会社
北陸支社

北陸農政局との
契約実績あり

代表部局として
選定可

〇〇建設株式会社
近畿支社

近畿農政局との
契約実績あり

代表部局として
選定可

中国四国農政局との
契約実績なし

代表部局として
選定不可

〇〇建設株式会社
中国支社

関東農政局との
契約実績なし

〇〇建設株式会社
東海支社

東海農政局との
契約実績なし

代表部局として
選定不可

〇〇建設株式会社
本社（東京）

農村振興局との
契約実績あり

代表部局として
選定可

代表部局として
選定不可

〇〇建設株式会社
東北支社

東北農政局との
契約実績あり

代表部局として
選定可

九州農政局（代表部局）
へ賃上げ実績確認書類

の提出

代表部局として
九州農政局を選定

賃上げ表明書に記載した暦年又は事業年度終了日まで

に必要な手続き
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（代表部局） 九州農政局会計課　御中
農村振興局総務課　御中
東北農政局会計課　御中
北陸農政局会計課　御中
近畿農政局会計課　御中

令和６年１０月１日

○○建設株式会社

〈担当部署〉 ○○課

〈ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ〉 ○○@○○.jp

〈電話番号〉 ○○○○-○○-○○○○

契約年月日 部局等 事業（務）所名 契約件名

令和6年4月2日 九州農政局 □□事業所 令和５年度□□事業　■■整備工事

令和6年5月7日 農村振興局 令和５年度◎◎事業　◎◎工事

令和6年5月7日 東北農政局 ◇◇事務所 令和６年度◇◇事業　◆◆幹線水路工事

令和6年6月12日 北陸農政局 ▲▲事業所 令和６年度▲▲事業　▽▽ポンプ据付工事

令和6年8月8日 近畿農政局 ●〇事業所 ●〇事業　〇●建設工事

賃上げ実績の確認に係る代表部局の選定について（例）

　令和６年分の賃上げ実績の確認に係る代表部局を 九州農政局 に選定しましたので通知いたし
ます。
　なお、当該実施期間において加点措置を受けて受注した契約は下記のとおりとなります。

送付先の各契約部局の連絡先は、本制度を利用される企業者へ

別途お知らせしますので、本制度を利用される企業者様は、

事前に

九州農政局 総務部 会計課 事業経理調整係

０９６－２１１－９１１１（内線４０８３）

へ連絡をお願いします。
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